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令和6年7月1日発行  

宮城県教育庁福利課福利健康班 

公立学校共済組合宮城支部   

○熱中症警戒アラート 
 
  近年、宮城県でも、７月に最高気温が３０度を超える日が多くなっています。９月に入っても 

気温が下がらなくなっており、熱中症予防がますます大切になってきています。熱中症を予防す 

する方法の一つに、「熱中症警戒アラート」の活用があります。                                                            

熱中症警戒アラートは、熱中症の危険性が極めて高い暑熱環境になると予想される日の前日夕方または当

日早朝に都道府県ごとに発表されます。 発表された情報はテレビ、防災無線、SNS を通じて発信されます。 

 
 
                                                            

             

     

熱中症警戒アラート発表時は、徹底した予防行動を！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

       
     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                                             

                                            

↑環境省「熱中症警戒アラート全国運用中！」リーフレットより 

参考文献：「環境省熱中症予防情報サイト」 https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/pr/20230530_leaflet_alert.pdf 

 

 

 

 

環境省熱中症予防情報サイト            

                                       
                    

 

 

テレビ 防災無線 ＳＮＳ 

 

(例)宮城県で熱中症警戒アラート

が発表されました。明日は熱中症

予防行動を徹底しましょう。 

https://www.wbgt.env.go.jp 

 

 

 

←サイトはこちらになります。 

当日と翌日の「熱中症警戒アラート」、 
当日の「暑さ指数」が確認できます。  

※イメージです 

熱中症警戒アラート 暑さ指数（WBGT） 

https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/pr/20230530_leaflet_alert.pdf
https://www.wbgt.env.go.jp/
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【令和 6年度 教育庁本庁の衛生管理目標】   
  

年間目標 『 こころとからだの健康づくり 少しの努力で未来を変えよう 』 

７月～9月の目標 「自分の健康状態を把握し、セルフケアを」 

健康診断やストレスチェックの結果を振り返ることが大切 

※ 本庁の衛生管理目標ではありますが、本庁以外の所属でもご活用ください。 

○熱中症・熱中症の対応について 
 
１．熱中症とは  

高温多湿な環境に、私たちの身体が適応できないことで生じるさまざまな症状の総称です。 
 
２．熱中症の症状  

めまい、立ちくらみ、生あくび、大量の発汗、筋肉痛、筋肉のこむら返り 

  症状が進むと・・・ 

頭痛、嘔吐、倦怠感、判断力低下、集中力低下、虚脱感   

 

 

 

 

 

 

 

                       

              

３．熱中症が疑われる人を見かけたら    

 
 
 

   
   

                       
 
 

   

※自力で水が飲めない、受け答えがおかしい時は、ためらわずに救急車を呼びましょう！ 

４．救急電話のかけ方   

「あわてず・ゆっくり・はっきりと」聞かれたことに答えましょう。 

「火事ですか？救急ですか？」    ・・・ 「救急です。」  

「場所はどちらですか？」        ・・・ 「住所、分からない時は大きな建物を伝えます。」     

「どのような症状ですか？」      ・・・ 「意識の有無、呼吸の有無、嘔吐の有無」 

「性別は？何歳ぐらいですか？」   ・・・ 「男性・女性。○歳ぐらい。」                

「あなたのお名前と電話番号は？」 ・・・ 「名前 、電話番号」                    

※電話が切れた時のために聞かれます。         

              
                                                 

○ストレスチェックが始まります。（実施期間：7/5（金）～7/19（金）） 
 ストレスチェックは、職員のメンタルヘルス不調を未然に防止し、職員自身のストレスへの気づきを促すことを

目的として行います。詳細については、令和６年６月２８日付け福第１１８号「令和６年度ストレスチェックの実施に

ついて」をご覧ください。  忘れずに受検して「自分のこころの状況の振り返り」に活用しましょう！ 

 

 １１９番通報、 県庁内の電話からは「０-１１９」 

参考文献：厚生労働省「熱中症予防のために」、仙台市消防局「１１９番通報のポイント」 

 

エアコンが効いている室内や、風
通しの良い日陰など涼しい場所
へ避難 

 

衣服をゆるめ、からだを冷やす 
（首の周り、脇の下、足の付け根等） 

 

水分・塩分、経口補水液等
を補給 

 


